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ASEAN大使通信 

第 30回 日 ASEAN協力からパートナー連携へ 

 

2025年（令和７年）５月 28日 

 

AZEC議員連盟とカオ・キムホン ASEAN事務総長の会談 

（2025年５月５日、於 ASEAN本部事務局、ASEAN事務局提供） 

 

４月末から５月初めの大型連休は、多くの日本の要人が外国を訪問する時期で

す。ジャカルタでは、４月末の江藤拓農水大臣（当時）に続き、５月初めには

岸田文雄総理特使を団長とする AZEC 議員連盟一行が来訪し、インドネシア要

人やカオ・キムホン ASEAN事務総長と会談、ERIAを視察しました。 

 

翌週は、13日にASEAN政府間人権委員会（AICHR）と日本の年次協議、14日

に日 ASEAN 医療機器規制シンポジウムが開催されました。さらに翌週は、20

日にカオ・キムホンASEAN事務総長を公邸に招いての夕食会、21日にASEAN

ブルーカーボン・ファイナンス事業開始式典、23 日に ASEAN 防災人道支援調

整（AHA）センターの幹部研修修了式が相次いで開催され、最終週の28日には

ASEAN首脳会議の成果報告ブリーフィングに出席しました。 

 

一連の行事を通じて、日 ASEAN 協力の深化を基盤に、今後は幅広いパートナ

ーとの連携推進が重要と感じました。今回の大使通信では、行事を紹介しなが

ら、パートナーとの連携推進について皆さんと一緒に考えたいと思います。 



2 

 

 

AZEC議員連盟とカオ・キムホン ASEAN事務総長の会談  

（2025年５月５日、於 ASEAN本部事務局、ASEAN事務局提供） 

 

●AZEC議員連盟のジャカルタ訪問 

 

５月３日から７日まで、石破茂総理の特使及びアジア・ゼロエミッション共同

体（AZEC）議員連盟の最高顧問として、岸田文雄前総理が AZEC 議連訪問団

とともにインドネシア（ジャカルタ）とマレーシア（クアラルンプール）を訪

問しました。 

 

ジャカルタでは、インドネシア関連の要人との会談や視察に加え、5 日にカ

オ・キムホン ASEAN 事務総長と会談を行い、私も同席しました。岸田総理特

使から、AZEC の協力をさらに推進するため AZEC 議員連盟を設立した旨述べ

た上で、両者は、アジア地域の脱炭素化に向けて意見交換を行いました。カ

オ・キムホン事務総長は冒頭発言で、「日本が主導する AZEC にほぼ全ての

ASEAN加盟国が積極的に参加していることは、日 ASEAN双方が持続可能な低

炭素社会の実現を決意していることの証左である。」と述べ、AZEC の取組を歓

迎しました。 

 

同５日、岸田総理特使は東アジア ASEAN 経済研究センター（ERIA）内のアジ

ア・ゼロエミッションセンターも視察し、脱炭素に向けた AZEセンターのビジ

ョンや、その実現に向けたロードマップについて説明を受けました。 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/ic/ch/pageit_000001_01905.html
https://asean.org/secretary-general-of-asean-receives-special-envoy-of-the-prime-minister-of-japan-and-supreme-advisor-to-the-parliamentary-association-of-asia-zero-emission-community-azec/
https://asean.org/secretary-general-of-asean-receives-special-envoy-of-the-prime-minister-of-japan-and-supreme-advisor-to-the-parliamentary-association-of-asia-zero-emission-community-azec/
https://asean.org/wp-content/uploads/2025/05/SG-Dr.-Kao-Opening-Remarks-at-the-Meeting-with-Special-Envoy-of-the-Prime-Minister-of-Japan-and-Supreme-Advisor-to-the-Parliamentary-Association-of-AZEC-5-May-2025-As-Delivered.pdf
https://www.eria.org/news-and-views/visit-by-former-prime-minister-kishida-and-members-of-the-azec-and-eria-parliamentary-leagues-to-eria-office
https://www.eria.org/news-and-views/visit-by-former-prime-minister-kishida-and-members-of-the-azec-and-eria-parliamentary-leagues-to-eria-office
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第４回日 AICHRインターフェース 

（2025年５月 13日、於 ASEAN本部事務局、ASEAN事務局提供） 

 

●ビジネスと人権分野での日 ASEAN協力 

 

5月 13日、ジャカルタの ASEAN本部事務局での AICHR（ASEAN政府間人権

委員会）総会の機会に、日本との年次協議「日AICHRインターフェース」が昨

年に引き続き開催されました。今回が第４回になります。 

 

私と各国 AICHR 代表（大使級）の間で、これまでの日 AICHR 協力を振り返る

とともに、AICHRの 5カ年計画及びテーマ別優先分野や私からの問題提起を踏

まえ、今後の協力の方向性について意見交換を行いました。その結果、「ビジ

ネスと人権」分野を中心テーマに据えて、より社会的・経済的インパクトが高

く効率性の高い複数年プロジェクトや、国際機関をはじめ幅広い関係機関の知

見を活かす形のプロジェクトを今後形成していくこと、そして日AICHR協力サ

イクルに沿った形で日 AICHR協力を深めていくことで意見が一致しました。 

 

「ビジネスと人権」分野の専門家である JETRO アジア経済研究所の山田美和

主任研究員は、「日本政府および日本企業が、『ASEAN 各国の政府・企業が人

権への取り組みを進めることが、同地域に進出する日本企業をも利する』とい

うロジックで各国政府や企業などの関係者と向き合い、協力して環境づくりを

進めていけば、ASEAN の人権課題の改善、解決に結びつき、日本企業として

も、きちんと人権尊重の責任を果たすことができる。」と提言しています。 

 

私も３月に一時帰国した際に、日本の関係者にこの分野での日 ASEAN 協力に

ついて講演を行いました。今後も取組をさらに進めていきたいと思います。 

https://asean.org/4th-interface-meeting-between-the-asean-intergovernmental-commission-on-human-rights-aichr-and-japan/
https://www.asean.emb-japan.go.jp/files/100845699.pdf
https://aichr.org/news/joint-press-release-the-4th-interface-meeting-between-the-asean-intergovernmental-commission-on-human-rights-aichr-and-japan-13-may-2025-asean-headquarters-asean-secretariat/
https://www.nira.or.jp/paper/my-vision/2024/73.html#06
https://www.asean.emb-japan.go.jp/files/100807145.pdf
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日 ASEAN医療機器規制シンポジウム（2025年５月 14日、於市内ホテル） 

 

●医療機器分野での日 ASEAN協力 

 

５月 14日、インドネシア保健省、インドネシア大学（UI）及び医薬品医療機器

総合機構（PMDA）の３者共催、日 ASEAN 統合基金（JAIF）の支援で、日

ASEAN 医療機器規制シンポジウムが市内のホテルで開催されました。会場に

は約400名、オンラインもあわせて約1000名が参加する大規模な行事でした。 

 

このシンポジウムは、翌日からの２日間のセミナーとともに、日本と ASEAN

における医療機器規制に関する知識と経験を共有し、能力強化を行うためのプ

ラットフォームを提供するものです。これを通じて、規制調和に関する理解を

深めるとともに、ASEAN 地域における安全、効果的かつ先進的な医療機器へ

の公平なアクセスを確保することに貢献することを目指しています。 

 

保健省からはダンテ・サクソノ・ハルボノ保健副大臣が出席し、開会挨拶を行

いました。同副大臣は山梨大学への留学経験があります。３者共催の取組の継

続による大きな成果を、「石の上にも３年」ということわざで説明していたこ

とに強い印象を受けました。 

 

私は開会挨拶で、このシンポジウムの重要性や、JAIF を通じた継続的な支援、

中心的な役割を果たす PMDA の取組について説明しました。開会式後は同副大

臣とともに、インドネシア企業が出店する各種ブースを視察したほか、本シン

ポジウムの記者会見にも参加して、参加企業やメディアの熱気を感じました。 

https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr25_0514jp.html
https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr25_0514jp.html
https://www.asean.emb-japan.go.jp/files/100845740.pdf
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ASEANブルーカーボン・ファイナンス事業開始式典 

（2025年５月 21日、於市内ホテル） 

 

●ASEANブルーエコノミーの新プロジェクト 

 

5 月 21 日、ASEAN・国連開発計画（UNDP）・日本の協力による ASEAN ブル

ーカーボン・ファイナンス事業の開始式典が、ジャカルタ市内ホテルで開催さ

れました（動画）。サトビンダー・シンASEAN事務次長、下村憲正UNDP所長

とともに、私も出席して開会挨拶を行いました。ASEAN 及び東ティモール各

国や官民のパートナー、市民社会組織からも多くの参加者がありました。 

 

この事業は、2023年に ASEAN 首脳が合意した ASEAN ブルーエコノミー枠組

みを受けて、2024 年に ASEAN ブルーエコノミー・タスクフォースの下、

ASEAN・UNDP・日本が実施した ASEAN ブルーエコノミー・イノベーショ

ン・プロジェクトに続くものです。 

 

今回は、海洋における脱炭素の潜在性に焦点を当てます。ASEAN 加盟国及び

東ティモールの 11カ国の各々について、活用可能なブルーカーボン（海草及び

泥炭地）の調査報告書と、事業化に必要となるブルーファイナンス（ブルー債

券、ブレンドファイナンス、官民パートナーシップ等）の調査報告書を作成し

ます。さらに、インドネシアのガジャマダ大学や ERIA など、この分野での 50

以上の学術研究機関や 20人以上の専門家と協働して、実施とスケールアップの

ためのネットワークを構築します。事業終了は来年３月予定です。翌日、テレ

ビインタビューも受けました。今後、実施に向けて取り組む考えです。 

https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr25_0521jp_.html
https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr25_0521jp_.html
https://www.youtube.com/live/HDv6-xqkkO8?si=89K39k30uxZRiHWs
https://www.asean.emb-japan.go.jp/files/100849345.pdf
https://asean.org/asean-japan-and-undp-launch-blue-carbon-and-finance-profiling-project-to-accelerate-sustainable-blue-economy-in-southeast-asia/
https://asean.org/asean-blue-economy-framework/
https://asean.org/asean-blue-economy-framework/
https://www.undp.org/indonesia/asean-blue-innovation-challenge
https://www.undp.org/indonesia/asean-blue-innovation-challenge
https://x.com/amb_japan_asean/status/1925480534815514815
https://x.com/amb_japan_asean/status/1925480534815514815
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AHAセンター・ACE-LEDMPプログラム修了式 

（2025年５月 23日、於ジャカルタ市内ホテル） 

 

●ASEAN防災担当機関幹部のリーダーシップ研修 

 

5 月 23 日、日 ASEAN 統合基金（JAIF）により支援を受けた、ASEAN 防災人

道支援調整（AHA）センター幹部研修コース・緊急防災リーダーシップ事業

（ACE－LEDMP）の中級レベルコース第２バッチ修了式が開催されました。

サン・ルウィン ASEAN事務次長のビデオメッセージ、シトゥ・テイン AHAセ

ンター運用部長の挨拶の後、私からも挨拶しました。 

 

今回のコースには、ASEAN 各国の防災担当機関（NDMOs）から 20 名が参加

しました。研修員は基本的にジャカルタで対面研修を５週間行い、講義やワー

クショップの受講のみならず、相互に交流して信頼関係を深めました。さらに、

１週間の訪日研修では東京と神戸を訪問し、防災関連の政府機関、国際機関、

NGOや各種施設を訪問して意見交換を行い、刺激を受けながら視野を広げまし

た。今回は特別に大阪・関西万博を視察する機会もありました！ 

  

今回の研修コースを通じて、各参加者が自らの知見・経験を高めるとともに、

今後各国の防災担当機関をリードし、One ASEAN One Response という

ASEANのイニシアティブを推進していくことを期待しています。 

https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr25_0523jp.html
https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr25_0523jp.html
https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr25_0523jp.html
https://www.asean.emb-japan.go.jp/files/100849345.pdf
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カオ・キムホン ASEAN事務総長との公邸夕食会 

（2025年５月 20日、於 ASEAN大使公邸、ASEAN事務局提供） 

 

●日 ASEAN協力からパートナー連携へ 

 

５月 20日には、カオ・キムホン ASEAN事務総長をはじめ事務局幹部を公邸で

の夕食会に招いて、先般の事務総長の大阪・関西万博開会式出席や AZEC 議連

来訪のフォローアップ、そして今後の日 ASEAN 協力のあり方について意見交

換を行いました。その中で、これまでのデジタルやグリーン、人的交流をはじ

めとする日 ASEAN協力を基盤に、ASEAN主導枠組みや AOIPを活用すること

で、パートナーとの連携をさらに深めていくことの重要性を感じました。 

 

翌週の５月 26 日～27 日、クアラルンプールで ASEAN 首脳会議、ASEAN・

GCC首脳会議、ASEAN・GCC・中国首脳会議が開催されました。５月 28日に

はジャカルタの ASEAN 本部事務局で、カオ・キムホン ASEAN 事務総長から

一連の首脳会議の成果報告ブリーフィング（動画）が行われ、私も出席しまし

た。今回の首脳会議の最大の成果は、ASEAN 共同体ビジョン 2045 と４つの戦

略計画の採択・発表です。ASEAN が掲げる新たなビジョンの下で、日本が先

頭に立つ形で、パートナーシップの輪を広げていきたいと思います。 

 

ASEAN代表部大使 

紀谷昌彦 

https://asean.org/secretary-general-of-asean-attends-working-dinner-hosted-by-ambassador-of-japan-to-asean/
https://asean.org/secretary-general-of-asean-attends-working-dinner-hosted-by-ambassador-of-japan-to-asean/
https://asean.org/secretary-general-of-asean-highlights-key-outcomes-on-recently-concluded-46th-asean-summit-and-related-summits-under-malaysias-asean-chairmanship/
https://www.youtube.com/live/_8O9Ipo_hEg?si=BAq7ln8B31aMCYXF
https://asean.org/book/asean-2045-our-shared-future/
https://asean.org/book/asean-2045-our-shared-future/

